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学校紹介

佐賀市立
西与賀小学校

所在地：〒840-0034　佐賀市西与賀町大字厘外1437番地　　
校長名：今泉　　弘　　児童数：271名（平成28年５月１日現在）　　職員数：15学級　32名
電　話：0952-23-6300　URL：http://cms.saga-ed.jp/hp/nishiyoka-e
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第●学年　●●科� 佐賀市立西与賀小学校第１学年　算数科� 佐賀市立西与賀小学校

３つのかずのけいさん
▼授業者：古賀 万智子　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：１年２組教室

 ねらい・目的 
３つの数の加減混合の式の計算の仕方を考え、表現することができる。【数学的な考え方】。
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ものの重さをしらべよう
▼授業者：瀬戸 勝尚　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：理科室

 ねらい・目的 
形を変える前と変えた後の重さを比較し、形を変えても重さは変わらないことについて表現することができる。
【科学的な思考・表現】

第３学年　理科� 佐賀市立西与賀小学校
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第５学年　算数科� 佐賀市立西与賀小学校

面積の求め方を考えよう
▼授業者：副島 伸一・米田 純　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　

▼場所：５年２組教室
 ねらい・目的 
三角形の面積のいろいろな求め方を、既習の図形の面積の求め方をもとに考え、説明することができる。
【数学的な考え方】
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割りばしグライダー作りを楽しもう！
▼授業者：林田 真一　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：わくわく広場

 ねらい・目的 
・�実物や自慢シートを基に、自分のグライダーのよさを友だちに伝え、友だちのグライダーの工夫を聞き、そのよさ
に気づくことができる。
・友だちのグライダーのよさを生かして、もっとよく飛ぶグライダーを作ることができる。

ひまわり２（自閉症・情緒）自立活動� 佐賀市立西与賀小学校
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学校紹介

佐賀市立
若楠小学校

所在地：〒849-0926　佐賀県佐賀市若宮三丁目２番１号　　
校長名：高添　末広　　児童数：356名（平成28年５月１日現在）　　職員数：15学級　35名
電　話：0952-31-5051　URL：http://cms.saga-ed.jp/hp/wakakusu-e/home/homeMain.do

佐賀市立若楠小学校は、昭和53年４月１日に開校しました。今年は創立39年目となります。
佐賀市内では２番目に新しい学校ですが、創立以来続いている「体力づくり」や「ひびき（縦割り）
活動」など伝統となっている教育活動もあります。子どもたちは素直で明るく、地域の方もとても協
力的です。平成23年度に総務省のICT絆プロジェクトの実証校に指定され、４年生以上の児童に一人
一台のタブレットパソコンが配布されました。各教室にある電子黒板とともに、ICT機器を活用しな
がら子どもたちが楽しんでわかる授業作りに取り組んでいます。
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そうじめいじんになろう
▼授業者：陶山 有加里　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：１年２組教室

 ねらい・目的 
○６年生の掃除の仕方の良いところについて考え、今後の掃除の実践のめあてをたてることができる

第１学年　特別活動� 佐賀市立若楠小学校
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第３学年　道徳� 佐賀市立若楠小学校

家族のために
▼授業者：深草 裕子　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：３－２教室

 ねらい・目的 
父母の言葉は「子どものため」という思いに気づき、父母を敬愛し、素直な気持ちで協力し合い、よりよく楽しい家
庭をつくろうとする心情を育てる。【４－(３)家族愛】
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住みよいくらしをつくる～ごみのしょりと利用～
▼授業者：神代 香代子　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：すくすくホール

 ねらい・目的 
地域がかかえるごみ処理の問題を解決するために、地域の人々が協力することの大切さについて調べたことをもとに
自分の考えをもつことができる。【社会的な思考・判断・表現】

第４学年　社会科� 佐賀市立若楠小学校
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物語の良さを解説しよう
▼授業者：古賀 太一朗　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）　 ▼場所：体育館

 ねらい・目的 
物語のおもしろさやそれに対する自分の考えを原稿に書き、交流することで自分の考えを広げたり深めたりしている。
【読むこと】

第５学年　国語科� 佐賀市立若楠小学校 
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みんなに喜んでもらえるようなカレンダーを製作しよう
▼授業者：T１ 古川 裕子　T２ 秋次 裕美　 ▼校時：２時間目（９：30～10：15）

▼場所：たんぽぽ教室
 ねらい・目的 
・端を合わせたり折り目をきれいに付けたりしながら、最後まで丁寧に折ることができる。【技能】
・友達と助け合ったりほめ合ったりしながら、仲良く活動することができる。【関心・意欲・態度】

特別支援　生活単元学習� 佐賀市立西与賀小学校
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学校紹介

所在地：〒840-0027　佐賀県佐賀市本庄町大字本庄1021番地１　　
校長名：大薮日左恵　　児童数：352名（平成28年５月１日現在）　　職員数：13学級　38名
電　話：0952-24-9220　URL：http://cms.saga-ed.jp/hp/josai-j/

佐賀市立
城西中学校
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古典の中のものの見方をとらえよう
▼授業者：田﨑 信子　 ▼校時：２時間目（９：40～10：30）　 ▼場所：視聴覚室

 ねらい・目的 　�（8/12時間）
単元 	 �作品の表現の仕方からとらえた作者のものの見方と現代の自分たちとを比べて、コンパクトに考えを書くこと

で、古典作品の世界をとらえる。　
本時 	 俳句の解釈について、俳句と地の文と関連づけて批評文を書くために、グループで話し合う。

第３学年　国語科� 佐賀市立城西中学校

26

26



物質のすがた
▼授業者：佐藤 晋太郎　 ▼校時：３時間目（10：45～11：35）　 ▼場所：理科室

 ねらい・目的 　�（17/24時間）
単元 	 ○�身のまわりの物質についての観察、実験を通して、固体や液体、気体の性質、物質の状態変化について理解

させるとともに、物質の性質や変化の調べ方の基礎を身につけさせる。
本時 	 ○沸点は、物質の種類によって決まっていることを理解する。
	 ○沸点が異なることを利用して、２種類の液体の混合物から物質を分離できることを見いだす。

第１学年　理科� 佐賀市立城西中学校
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文化としてのスポーツ
▼授業者：千住 靖明　 ▼校時：３時間目（10：45～11：35）　 ▼場所：視聴覚室

 ねらい・目的 　�（4/5時間）
単元 	 �○スポーツは文化的な生活を営み、よりよく生きていくために重要であることを理解する。
	 �○�オリンピックや国際的なスポーツ大会などは、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしていることを理解する。
本時 	 ○文化としてのスポーツの役割について、各グループのプレゼンテーションを聞いて、意見を交流する。

第３学年　保健体育科� 佐賀市立城西中学校
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クレイ・アニメーションをつくろう
▼授業者：塚原 康子　 ▼校時：２時間目（９：40～10：30）　 ▼場所：第１美術室

 ねらい・目的 
題材 	 �大切なものをテーマに、見る人にどう伝えるか構成を工夫し、クレイ・アニメーションを制作する。
本時 	 ○表現の意図に合う表現方法を模索し、工夫するなどして創造的に表現する。
	 ○グループで表現について協議し、協働しながら修正を行う。

第３学年　美術科� 佐賀市立城西中学校
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学校紹介

所在地：〒849-0919　佐賀県佐賀市兵庫北四丁目１番１号　　
校長名：永田　彰浩　　児童数：358名（平成28年５月１日現在）　　職員数：９学級　21名	
電　話：0952-33-0401　URL：http://cms.saga-ed.jp/hp/chienkancyuugakkou

教育目標
　各学年３学級、全学年９学級。「Cultivate（自己啓発）、Create（創造）、Challenge（チャレンジ）」
の３Ｃ精神を校訓とし、世界の中の日本人として未来社会の文化の創造と発展に力を尽くす、豊かな
人間性と進取の気性に富む若者の育成を目指している。

学校概要
　九州で最初に開校した併設型中高一貫校である。同じ校舎の中で、中学生と高校生が一緒に学校生
活を送っている。創立から14年目を迎えた本校は、様々な特色ある教育活動を展開しており、その一
つが校訓３Ｃを具現化する時間として朝と帰りに設定している「C-Time」である。Cultivate－Time
「カルティベート･タイム」自分で自分を磨く時間、 Challenge－Time「チャレンジ･タイム」自分で自
分にチャレンジする時間、Create－Time「クリエイト･タイム」自分で自分の未来を創る時間として、
生徒が自主的・主体的な学習活動を行っている。また、｢総合的な学習の時間｣ には、体験学習、探
求活動、情報教育を重視した ｢エリア･スタディ｣ を実施している。郷土佐賀や日本について理解を
深め、誇りを育てるとともに、地球的な規模でものごとを考え、行動できる能力を育てることを目的
に、中学校・高校の６年間をとおして、自ら学び、考え、行動する姿勢を培う教育を行っている。部
活動においても、九州・全国大会出場や県内各種大会で優秀な成績を挙げており、生徒たちは充実し
た環境の中、学習と部活動を両立させた密度の濃い学校生活を送っている。

佐賀県立
致遠館中学校
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情報モラルと情報セキュリティ
▼授業者：江口 俊男　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：１年３組教室

 ねらい・目的 
・情報通信ネットワーク（インターネット）における便利な点と活用する時の注意点をまとめる。
・ユーザ名やパスワードの必要性、管理方法、作成に関する知識を身につける。
・よいパスワードについて考え、工夫し作成することができる。

第１学年　技術� 佐賀県立致遠館中学校
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快適に住まう
▼授業者：三瀨 千津子　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：２年３組教室

 ねらい・目的 
・家族の構成によって住まい方が違うことがわかる。
・家族の生活行為と住まいの空間とのかかわりについて考えることができる。

第２学年　家庭� 佐賀県立致遠館中学校

＜学習指導案＞
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器械運動（マット運動）
▼授業者：江口 艶子、今泉 泰治　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）

▼場所：体育館
 ねらい・目的 
・�今できる技のできばえを高めたり、練習の仕方や場を工夫してできる技を増やし、できる技を組み合わせたりしな
がら達成した喜びを味わうことができる。

第１学年　保健体育� 佐賀県立致遠館中学校

＜学習指導案＞
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学校紹介

所在地：〒849-0919　佐賀県佐賀市兵庫北四丁目1番1号　　
校長名：永田 彰浩　　児童数：706名（平成２８年５月１日現在）　　職員数：18学級　80名
電　話：0952-33-0401　URL：http://cms.saga-ed.jp/hp/chienkankoukou

佐賀県立
致遠館高等学校

教育目標
　各学年普通科３学級、理数科３学級。「Cultivate（自己啓発）、Create（創造）、Challenge（チャレ
ンジ）」の３Ｃ精神を校訓とし、世界の中の日本人として未来社会の文化の創造と発展に力を尽くす、
豊かな人間性と進取の気性に富む若者の育成を目指している。

学校概要
　創立29年目、併設型中高一貫校として14年目を迎えた本校は、中高を接続した幅広い教育活動を展
開している。生徒と教職員の信頼関係を大切にし、授業を中心に基礎を固め、自由研究、課題研究、
小論文指導などを通して自ら考える力を育成している。校名の由来となった「致遠館」とは、佐賀藩
主鍋島直正が長崎に開いた英学稽古所である。本校も開校以来、英語教育を重視しており、専門科目
やイギリスへの語学研修などにより、総合的な英語運用能力が身につくよう教育活動を行っている。
また、理数科は、平成18年にスーパーサイエンスハイスクールに指定され、各種セミナーや課題研究、
大学との連携など、特色ある理数教育を展開し、創造的思考力や知的柔軟性を身に付けた科学技術系
人材の育成を目指している。部活動においても、九州・全国大会出場や各種大会優勝の実績を挙げて
おり、生徒たちは充実した環境の中、学習と部活動を両立させた密度の濃い学校生活を送っている。
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伊勢物語
▼授業者：北原 隆司　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：１年５組教室

 ねらい・目的 
・�「東下り」の本文中の道のりや和歌の中で詠まれる情景を、ICT教材を用いて視覚的に示すことで、登場人物の追体
験をさせるとともに、和歌の中に詠まれた心情を読み取る。

第１学年　国語総合� 佐賀県立致遠館高等学校
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場合の数と確率
▼授業者：嘉村 淳一　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：１年１組教室

 ねらい・目的 
・樹形図を書くことで規則性を見いだすことができる。
・和の法則・積の法則を用いて場合の数の求め方を考察することができる。

第１学年　数学Ⅰ� 佐賀県立致遠館高等学校
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運動エネルギー
▼授業者：田中 佳司　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：１年６組教室

 ねらい・目的 
・運動エネルギーについての概念を理解し、運動エネルギーを表す式を導出できる。
・�物体の運動エネルギーの変化が物体にされた仕事に等しいこと、および、この関係が導かれる過程を理解すること
ができる。

第１学年　理数物理� 佐賀県立致遠館高等学校
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The Century of Water
▼授業者：勘米良 千鶴　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：１年３組教室

 ねらい・目的 
・�日本における水問題の現状について本文を通して理解した上で、学習用PCを使用して水問題に関する情報を集め、
その解決策を考えてプレゼンテーションを行うことで、教科書の内容理解の深化と表現力や発信力の向上を図る。

第１学年　コミュニケーション英語Ⅰ� 佐賀県立致遠館高等学校
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第二次世界大戦後の世界
▼授業者：牧瀬 信弘　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：１年２組教室

 ねらい・目的 
・�第二次世界大戦後の世界を大きく二分することとなった東西冷戦が、どのようにして始まったのか、また、どのよ
うにして深まっていったのか、東西ドイツがどのようにして誕生したのかを視聴覚教材を利用しながら理解する。

第１学年　世界史Ａ� 佐賀県立致遠館高等学校
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第２学年　数学Ｂ� 佐賀県立致遠館高等学校

ベクトル
▼授業者：梶原 俊夫　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：２年４組教室

 ねらい・目的 
・�OP=s OA +t OB において実数s、tがいろいろな条件を満たしながら変化するとき、点Pの存在する範囲に関する
発展的な問題を、既習の内容を基に考察し、表現することができる。
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尿素の溶解熱
▼授業者：神代 周子　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：生物第２教室

 ねらい・目的 
・�尿素の溶解熱を実験（尿素を水に溶かし、温度変化についてのグラフを作成する）により求め、文献値と比較し、
違いについて考察することができる。

第２学年　理数化学� 佐賀県立致遠館高等学校
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Mission Completed
▼授業者：溝口 健一郎　 ▼校時：２時間目（９：35～10：25）　 ▼場所：２年１組教室

 ねらい・目的 
・これから学習する単元に関して興味・関心を深めることができる。
・これから学習する単元に関する話題について自分の考えを英語で発表することができる。

第２学年　コミュニケーション英語Ⅱ� 佐賀県立致遠館高等学校
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